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宮入貝殺貝に関 する研究

(1) 二，三の Phenol誘導体の殺貝効果について

秋山 澄雄 飯山 利彦

山梨県立医学研究所

（昭和 32年 11月10日受領）

日本住血吸虫の中間宿主である宮入貝の殺滅に PCP- 叉， PCP-Coppersaltの溶解に当つては A:Acetone 

Na (Sodium pentachlorophenate）が卓効を示すこと に溶解し， B：同薬品 lOmgに対し Ammonia 1 ccを

は多くの研究者により明らかにされ，現在圏内有病地に 加え後水で稀釈するの 2法を用いた。

於いては宮入貝殺貝には殆ど PCP-Naが使用されてい 次いで薬液を浸潤せしめたシャーレーの中央部に生貝

る。然し PCP-Naは薬効の高い反面，魚類， 農作物等 10匹宛を放ち毎日活動状況を観察し且移動せる只を中

に対する薬害作用も叉甚大で，本剤使用上の悩みの一つ 央部に集合せしめた。

となっている。叉撒布地の状況の如何に依つては，その 生死鑑別は第4日目に行った。生死の判定は貝を破砕

流失のため薬効の失われることも屡主である。このiため した際の、貝の牧縮の有無に依り，牧縮のあるものを生と

一部の地域の特殊事情に対応した新薬剤乃至は PCP-Na し， J股縮のないものを死とした。

の形態或は撒布方法の改良が望まれている。 実験は同一方法で3回行った。

以上のことを考慮して私たちは，殺貝法の検討となら 実験中の室温は26～35°Cで、あった。

んで新たな殺貝薬についての検討を行っているが，こふ 成績

では二，三の Phenol誘導体の殺貝効果に関する知見に 本実験の成績は第1表に示すとおりである。

ついて報告する。 1. Phenol,2-cyclohexyl-4, 6・dinitrodicyclohexyI 

実験方法 amine saltに依る殺貝成績

本実験に使用した薬品は次の 4種類であり何れも三井 本薬剤は最も薬効高く 4万倍迄は 100%の死滅率を示

化学株式会社の提供に依った。 し， 6万倍よ．り漸次低下を示し 10万倍で 43.3%, 20万

1. Phenol, 2・cyclohexyl-4,6-dinitrodicyclohexyl 倍以上の稀釈度では薬効は認められなかった。

amine salt 

2. Phenol, 2, 4・dinitro・6・phenol

100% 

100 % 

3. Pentachlorophenol copper salt 100 % 

4・ Sodiumpentachlorophenate (PCP-Na) 86 % 

本実験に於ける殺貝効果の判定は McMullen法に依

った。即ち使用薬品は PCP“Naを｜徐き水に不溶性であ

るので，之を Acetoneに溶解し，犬々 1, 2, 4, 6, 8, 

10, 20, 40, 60, 80) 100万倍溶液とし， これらを経約

15cmの大型ジャーレに積紙を敷き，これに各5cc宛注

加し， Acetoneを蒸発せしめた後水に置換した。 PCP・

Naは上記の処理を水で行った。

SUMIO AKIYAMA & TOSHIHIKO IIJIMA; Stu-

dies on molluscicid白. (1) Molluscicidal effect of se-

veral phenol derivatives on 0. nosophora. (Yama-

nashi Prefectural Medical Research Institute, Kδfu) 

2. Phenol, 2, 4-dinitroふ phenolに依る殺貝成積

2万倍までは 100Mの死滅率を示すが， 4万倍で59.9

%, 10万倍で 26.6%と急激に低下し， 20万倍以上では

薬効は認められなかった。

3. Pentachlorophenol copper salt (A）に依る殺貝

成績

2万倍迄は 100Mの死滅率を示し， 4万倍で73.3%,

6万倍で 66.6%，それより急激に薬効低下し 10万倍以

上は殆ど薬効は認められない。

4. Pentachlorophenol copper salt (B）に依る殺貝

成績

4万倍までの死滅率は 100Mであるが， 6万倍以後は

急激に薬効の低下するのが認められた。

5. PCP-Naに依る殺貝成績

前記各種薬剤と同様4万倍迄の薬効は 100%であり，

( 22 ) 
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薬品濃度と宮入貝苑減率との関係第 1表
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一一一一一一一 濃度薬品名一一一一一一
Phenol-2・cyclohexyl-4,6-Di-
nitrodicyclohexy lamine salt 

Phenol,2, 4・dinitro・6・phenol

PCP-copper salt (A) 

PCP-copper salt (B) 

PCP-Na 

Control 

で，今後殺貝事業を実施するに当り， 従前 PCP-Naを

もって殺貝の行い得なかった地域一－ffetlえば湿地，湧71~℃地
河川近接地等に施用し得ると考えられる。これについて

は今後向現地試験に依って確かめたし、。

供試宮入貝は各々 30ョ，数字は死貝数を示す。薬品濃度の単位は万。

各種薬品の宮入貝殺貝効果第 2表

LDso 1: 名品薬

要約

二，三の Phenol誘導体を試作し McMullen法に依っ

て宮入貝殺貝の室内試験を行ったところ Phenol,2-cyc-

lohexyl-4, 6-dinitr icyclohexyl amine saltに高い殺貝

効果が認、められた。然し本剤は高価であるので実用不適

と認められる。

PCP同coppersaltは PCP・Naと殺貝効果の優劣が認

められず，価格の点よりも実用価値を有する。

Phenol, 2,4・dinitroふphenolは薬効も低く且高価で

あり実用価値は全く認められない。

111,000 

48,000 

75,000 

56,000 

65,000 

Phenol, 2-cyclohexyl-4, 6・dinitro
dicyclohexyl amine salt 

Phenol,2, 4・dinitro・6・phenol

Pentachlorophenol copper salt (A) 

Pentachlorophenol copper salt ( B) 

PCP-Na 

6万倍で 59.9%の死滅が認められ，以後低下し 20万倍

以上では薬効は認められない。但し本試験はや斗高温の

下（26～35°C）における成演であるので， ふつう実際に

殺貝施行時の気温（約 18～25°C）の下においては，その

薬効は以上の成績よりもや斗下廻ることが考えられる。

なお上記温度下における各薬品の LDsoは第2表に示

すとおりである。 御校聞と有益な御批判を賜った国立予防衛生研究所小

宮義孝博士ならびに試薬を提供された三井化学工業株式

会社に謝意を表する。

本論文の要旨は昭和32年第 17回日本寄生虫学会東日

本支部大会に於いて発表し？と。
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Summary 

Molluscicidal e妊ectof four compounds of phenol 

derivative, ( 1) Phenol, 2・cyclohexyl-4,6-dinitro・

dicyclohexyl amine salt, ( 2) Pheロol,2, 4・dinitro

6・phenol, ( 3 ) Pentachlorophenol copper salt, ( 4 ) 

PCP-Na, was tested experimentally on Oncomelani'a 

nosophora with McMullen's method and the results 

were as follows : 

〔寄生虫学雑誌・第 7巻・第 4号

1) LDso of each molluscicide was as follows: 

Phenol, 2・cyclohexl-4,6-dinitrodicyclohexyl amine 

salt 1: 111,000, Phenol, 2, 4・dinitro6・phenol 1: 

48, 000, Pentachlorophenol copper salt (A) 1 : 75, 000, 

Pentachlorophenol copper salt (B) 1 : 56, 000, PCP-

Na 1: 65,000. 

2) Of the above four Phenol derivatives 2・cyclo-

hexyl-4, 6-dinitr・o-dicyclohexylamine salt was found 

the most e旺ective,but is not suitable for practical 

use, because of its high price. Pentachlorophenol 

copper salt showed almost the same effect as that 

of PCP-Na, and is considered to be practically 

applicable because of its low cost. 
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